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MANABI NO HIROBA

学びの広場�
●公民館活動　●生涯学習

●文化振興　●学校　●スポーツ

北秋田市
教育委員会

地域で学び、活動する
皆さんを応援します

MANABI　NO　HIROBA

男性も料理にチャレンジ！�
中央公民館公開講座「男の料理講座」

ニュースポーツ「ペタンク」に挑戦�
中央公民館講座「ハツラツ健康倶楽部」

本物そっくりの花　彩り鮮やかに�
森吉公民館定期講座「パン粘土の花」 

　男性にも料理

の楽しさを体験

してもらおうと、

９月６日中央公民

館調理室で「男の料

理講座」を実施しまし

た。市内の40代から70代

の男性９人が参加し、秋の食材を使った和食など４

品（豚肉の味噌だれつけ焼き、上地椀〈かみちわん〉、

さんまの時雨煮、ホヤの二杯酢）を作りました。�

　普段、家で料理をする機会がない参加者がほとん

どで、料理の基本となる包丁を使う時の姿勢や食材

の良否の見分け方も学びました。�

　中には不馴れな手つきでさんまをさばくのに四苦

八苦している人もいました。�

　出来上がった料理を食べながら、料理のコツを先

生に再確認するなど、料理に対する関心がでてきた

ようでした。�

　中央公民館定期講座「ハツラツ健康倶楽部（第７

回目）」が９月13日、米代川河川敷で開催されました。�

　今回は、ニュースポーツの一つである「ペタンク」

に挑戦しました。�

　講師は市の体育指導委員の皆さん。基本的なルー

ルや玉の投げ方等の説明を受けた後、チームを組み

ゲームを楽しみました。�

　プレイでは各チームともに接戦となり、会場いっ

ぱいに大きな歓声が飛び交うなど心地よい汗を流し

ながら、交流の輪を広げました。�

　今年度の定期講座「パン粘土の花」は、６月から

10月まで第１・３火曜日に、畠山悦子先生からパン

粘土を使った本物そっくりの花作りを教えていただ

いています。はじめに、イチゴの実や花、葉の作り

方を学び、出来上がった作品を各自が用意した小さ

な容器に活けました。続いて作ったアジサイの花は、

ピンク・紫・黄緑など花びらの色が受講生によって

異なり、彩りあざやかなアジサイの花が出来上がり
ました。14人の受講生は、「楽しい、でも難しい」

などと言いながら、今はコスモスの花を作っています。�
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催
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